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新　成人の皆さん成人おめでとうございます。例年であればＨＯＺホールで盛大にお祝いするとこ
　ろコロナ禍とはいえ中止にせざるを得なかったことをお詫び申しあげます。しかし、この不確

実な時代にあっても九戸村で生まれ育ち、これから社会へはばたこうとしている皆さんは、きっとたく
ましく堂々と未来を歩んで行かれることを確信しています。人類史において、時代が大きく変わる要因
の一つに感染症大流行（パンデミック）があります。そして「未来」は現在の延長ではなくなるのです。
それは一方で「未来」を新しく創っていけるということでもあり、新成人の皆さんの活躍が家庭や地
域、社会などあらゆる方面で大きくまた期待されるところでもあります。最後にウィリアム・アーサー・
ウォードという人の言葉を紹介して新成人の皆さんの未来に幸多からんことを祈念いたします。
　「悲観的な人間は『風が出てきた』と嘆き、楽観的な人間は止むのを待つ。

しかし、現実的な人間は帆を調整するのだ」　

九戸村教育長
岩渕　信義

高　校卒業までの18年間を九戸村で過ごし、地域の方々や家族に支えられながら生活してきました。
　「村」という規模での生活は、私にとって、友人たちや地域の方々との関わりを深めてくれる環

境だったと思っています。
　現在は宮城県の大学に進学し、親や祖父母、家族の存在が自分にとって大きな支えであるということ
に改めて気づかされました。実家から離れて生活していたとしても、親と子、家族の関係は変わるもの
ではないなと感じています。地元に帰った時に食べるご飯や生活はやっぱり好きです（笑）
　新しい環境で学んだり、仕事をしている友人も多くいるかと思いますが、九戸村や家族を懐かしく思
いながら、頑張っている人は多いはずです。本年度の成人式が延期になったことは残念に思いますが、
九戸村や家族への感謝を忘れずに、来年の成人式開催を待ち遠しく思います。

新成人代表
関畑　雪華

コロナ禍でも前を向く
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新　たに成人となられた皆さんに、まずは、おめでとうございますと言わせていただきます。通常
　であれば、晴れて成人式を迎えていたであろうこの時期に、それができないわけですから、非

常に残念な思いをしていることと思います。成人式を延期としたことは、新成人の皆さんが熟議に熟議
を重ねて決めたことだと聞いています。その過程ではさまざまな意見があったことと思いますが、こう
して一つの決断を下したことに心から敬意を表するものです。
　人生は、ある意味「選択肢付きの試験」のようなものだと思います。どういう選択をするのか、その
連続が人生そのものだと。どの選択肢を取るかということが、その人を形成していくのだと思っていま
す。災厄にも前を向き、このような企画を実行する新成人の未来に大いなる期待を抱きつつ、私の人生
で幾度も唱えた「人間万事塞翁が馬」という名言を贈ります。

九戸村長
晴山　裕康

成　人式が新型コロナウイルスの影響で来夏に延期となりました。実行委員会としては、延期のま
　ま終わらせるのではなく、村広報のページをお借りし、近況報告などの特集を企画をしました。

さて、私が通っている大学の教授が講義で「これからを担う皆さんには、世の中の概念を少しずつ変え
ていってほしい」と話していました。概念を少し変えるとは、例えば、配布するプリントの印刷が逆になっ
てしまった時、「ひっくり返せば、正しい向きで読める」と思う人が増えれば、ミスがミスではなくな
ります。これが、概念を変えるということです。私たちは成人式が例年通りできませんでしたが、考え
方を変え、今回の企画を実行できました。私は大学で特別支援教育について学んでいます。特別支援教
育のキーワードに共生社会の実現があります。これから先、社会の概念が変わり、さまざまな人が共生
できるような社会になるように、自分には何ができるのかを考え、これからも学び続けたいと思います。
最後に、同委員会の企画に協力してくださった皆さまに感謝申し上げます。

令和2年度
成人式実行委員長
中村　偉織

広報くのへ◦2020年（令和2年）9月

それぞれの場所から令和２年度

新成人



地元企業を選んだ理由・良かった点は？
　就職するなら地元企業と決めていました。特に、ＰＪ二戸フーズは地元に力を入れてい
るのでこの会社を志望しました。家族が同じ職業だったこともこの会社を選んだ理由です。
　将来のために貯金できるのは、魅力です。あとは、地元の空気感で仕事ができることで
す。仕事全般に言えることかもしれませんが、目標をもって仕事に取り組み達成したときや、
自分のスキルが向上したと実感したときは、仕事をしていてよかったと感じます。

　現在は鶏肉加工会社で、若鶏をもも肉、むね肉などの部位に加工する仕事をしています。
苦しいことも、辛いことも、最後には楽しんでいける。そういう大人になりたいです。

❖ ❖  二十歳の進路　現在・未来  ❖ ❖  

ＰＪ二戸フーズ　中村　怜　さん

Interview

志望する目標に向かって努力していることは？
　父が消防団で地元を守っている姿を小さいころから見てきていて、もっと専門
的なスキルで、現場の第一線で人々を助けられる消防士を志望しました。
　２年生になってから、本格的に模擬試験などが始まり、クラスのみんなに負け
ないように勉強をがんばっています。公務員の試験範囲は広く、消防士になるこ
とは簡単ではありませんが、今年は結果を出したいと思います。

　この人になら仕事を任せても大丈夫と思ってもらえるような「信頼される大人」
になりたいです。特に消防士の仕事は、最も仲間との信頼が必要だと思うので、専
門学校生活でも「提出物を期限までに出す」ということを意識して生活してきまし
た。将来は、地元の人々を第一に考え、信頼され、頼られる消防士になりたいです。

❖ ❖  二十歳の進路　現在・未来  ❖ ❖  

盛岡公務員法律専門学校公務員ビジネス科  警察・消防コース　橋山　翔　さん

Interview

学生と社会はどのように違いますか？
　責任の大きさはもちろんのこと、「お金を払って学ぶ」のが学生で、「お金をもらって働く」
のが社会人であり、できません、分かりませんでは通用しないのが大きな違いだと思います。
働くことによって、学生の時より財力が増えて、欲しいものが手に入れられるようになり
ました。旅行が好きなので自由に全国に行くこともできます。余談になりますが、私自身、
勉強があまり好きではなかったのですが、大卒だと給料もよく、出世しやすいので、勉強
はしておいたほうがいいと思います（笑）

　福岡工業高校を経て、工場機械の保守整備（電気）の仕事をしています。故障の際は、
現場にかけつけ補修も行います。人にやさしく、周りから信頼される大人になりたいです。

❖ ❖  二十歳の進路　現在・未来  ❖ ❖  

BRIDGESTONE 整備保全員   佐藤　慎之佑　さん

Interview

進路のきっかけ・専門学校生活について教えて！
　高校の最後あたりまで、部活にしか興味がありませんでした。引退してから「おしゃれ」
に対して一気に関心が深まって、美容師になろうと思いました！専門学校は、義務ではな
い学生生活なので、分からないところや上手くいかないことは自分から行動して改善する
気持ちで頑張っています。日々の生活で思うことは、礼儀、挨拶、感謝、そして返事の習
慣づけが大事だということです。高校の時に身につけておいてよかったことの一つです。

　美容師を目指し、国家試験に向けて、ひたすら勉強と技術向上に励む日々です。やるこ
とやれて、楽しむところは思いっきり楽しめる大人になりたいです！

❖ ❖  二十歳の進路　現在・未来  ❖ ❖  

岩手理容美容専門学校  美容科 　林　萌衣　さん

Interview

4
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高校と大学で違うと感じた事は？
　高校時は、先生が一人一人を気にかけてくれましたが、大学は学生任せです。自由な
反面、自ら動かないと得られるものが少なくなります。心がけているのは「何事も面倒
くさがらず、まずは動いてみること」です。そうすることで新たな発見の喜び、自ら学
ぶことの楽しさに出会えるのではないでしょうか。自由な時間を価値あるものにするかは、
自分次第なのだと思います。

　私は臨床監査技師を目指しています。産科に関心があり、生殖医療に関する独自の事業
を開講しているこの大学に進学しました。将来はUターンし、地域医療の一助となりたい
と考えています。技師になった後も多くの資格習得に挑戦し、「この人になら安心して任せ
られる」と思われるかっこいい女性になりたいです。

❖ ❖  二十歳の進路　現在・未来  ❖ ❖  

群馬パース大学  保健学部検査技術学科　大下　美輝　さん

Interview

大学ではどのような勉強をするの？
　教育学部の私の場合です。ほとんどが各教科の授業をどのように展開していくかを学ぶ
「教育法」の時間にあてられます。数学に関する専門講義は少ないです。
　大学は高校とは違い、講義の時間が長いです。岩大は 1コマ 100 分で構成されていて、
集中力を持続させる必要があります。

　家族や親せきに教員が多かったこともあり、自然にこの職業に興味をもち、教育学部に
進学しました。将来についてはまだ決めかねていて、一般企業への就職も視野に入れなが
ら、高校数学の教員を目指している状況です。高校の部活で、尊敬できる先生に出会えた
ので、その先生のような大人になりたいです。

❖ ❖  二十歳の進路　現在・未来  ❖ ❖  

岩手大学  教育学部数学科　和田　奈留未　さん

Interview

将来の目標を決めたきっかけは？
　大勢の中で何かをするより、自分の世界の中で空想したり、考えたりする時間
が好きで、私と同じように、一人になってじっくり自分と見つめあう時間や空間
を必要としている人がたくさんいるだろうと思いました。個性ある家具とおいし
いコーヒー。そして、人に寄り添えるやさしい空間を創ることができれば、私も
その場所をずっと大事にできるのではないかと考えました。

　今は食品化学や経済の勉強をしています。文理両系の専攻は大変ですが、将来の自
分に必要なことを学んでいるので苦にはなりません。将来はいい意味で「変な大人」
になりたいです。そして、私にしか歩めない道を創造しながら生きていきたいです。
そのために今は、たくさんの人に出会い、そこで学び、経験することで個性を磨いて
いる最中です。

❖ ❖  二十歳の進路　現在・未来  ❖ ❖  

宮城大学  食産業学部　大久保　美海　さん

Interview

新成人
特集１

　それぞれの分野で活躍する「新成人先輩」。このページでは、自分の夢に向かっ
て頑張る人の参考になるよう、７人の「新成人先輩」にスポットを当てて、実体験
や将来の目標をインタビューしました。
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？

雪
　
ス
タ
バ
あ
っ
た
ら
い
い
な
。
田
舎

だ
か
ら
こ
そ
売
れ
る
気
が
す
る
。

里
　
マ
ッ
ク
で
も
い
い
。

偉
　
仕
事
は
ど
う
か
な
？
農
業
や
工

業
、
産
業
な
ど
は
充
実
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

大
　
九
戸
村
は
充
実
し
て
い
る
と
思

う
。
ま
た
九
戸
の
基
幹
産
業
は
重
要
。

就
職
で
き
る
し
、
働
き
口
が
で
き
る
。

偉
　
九
戸
村
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
有
名

だ
け
ど
、
周
辺
の
市
町
村
と
比
べ
て
、

知
名
度
は
ど
う
か
な
？
ま
た
発
信
す

る
ア
イ
デ
ア
と
か
は
ど
う
？

雪
　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
っ
て
い
う
名
前
以

外
に
も
発
信
す
る
方
法
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
最
近
の
「
キ
ン
グ

オ
ブ
チ
キ
ン
」
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
を

発
信
す
る
や
り
方
と
か
工
夫
次
第
で

や
り
方
は
あ
る
よ
。

偉
　
ほ
か
に
何
か
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る

と
し
た
ら
？

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 「
未
来
の
九
戸
」
を
考
え
る

中村　偉織【ファシリテーター】
（岩手大学教育学部特別支援教育コース）

皆川　大輔
（株式会社第一原種農場）

新成人
特集２

雪
　
そ
う
い
え
ば
、
小
学
校
の
時
に
Ｈ

Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
鑑
賞
会
し
た
ん
だ
け

ど
あ
れ
っ
て
珍
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
教
育
分
野
で
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
ら
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な
い
か
な
？

偉
　
で
も
今
は
行
わ
れ
て
な
い
よ
ね
。

雪
　
だ
と
し
た
ら
教
育
の
中
で
も
何

に
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
な
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
か
、
給
食
と
か
…
？

偉
　
そ
こ
ら
へ
ん
の
充
実
は
と
て
も

助
か
る
よ
ね
。
で
も
教
育
に
ブ
ラ
ン

ド
っ
て
新
し
い
視
点
だ
と
思
う
。
九

戸
だ
か
ら
こ
そ
の
教
育
は
必
要
だ
と

思
っ
た
。
ほ
か
に
何
か
あ
る
？

偉
　
と
に
か
く
、
人
を
呼
び
込
ん
で
知

名
度
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
よ
ね
。

九
戸
村
の
人
口
を
増
や
す
に
は
、
九
戸

村
の
知
名
度
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
産
業
、
教
育
、
蛍
、
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
、
九
戸
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
を

作
っ
て
発
信
し
て
い
き
た
い
ね
。

偉
　
話
題
を
変
え
ま
す
。九
戸
の
児
童・

生
徒
に
つ
い
て
。
自
分
が
小
中
高
生
の

と
き
に
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
な
あ
ー
と

思
う
こ
と
あ
る
？

里
　
中
学
校
の
こ
ろ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
が

い
な
か
っ
た
。
先
生
の
指
示
で
筋
ト
レ

し
て
た
ん
だ
け
ど
、
も
っ
と
専
門
的
な

知
識
を
持
っ
た
人
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
指
導
す
れ
ば
、
正
し
い
体
の
動
き
を

覚
え
て
体
力
も
効
率
的
に
向
上
し
た

と
思
う
。

偉
　
ス
ポ
ー
ツ
の
幅
も
、
も
う
少
し
増

え
て
も
い
い
よ
ね
、
例
え
ば
、
剣
道
、

柔
道
の
ス
ポ
少
と
か
。

里
　
で
も
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
、

指
導
者
が
い
な
い
と
ね
。

偉
　
自
分
た
ち
の
こ
ろ
の
小
中
高
の

雰
囲
気
は
ど
う
だ
っ
た
？

雪
　
い
じ
め
は
な
か
っ
た
よ
ね
、
知
っ

て
い
る
人
ば
っ
か
り
だ
し
。
た
だ
放
課

後
あ
ま
り
楽
し
く
な
か
っ
た
。
集
ま
れ

る
場
所
が
な
か
っ
た
か
ら
基
本
み
ん

な
家
に
帰
る
だ
け
だ
っ
た
。

偉
　
娯
楽
施
設
が
な
い
っ
て
こ
と
に

つ
な
が
る
ね
。

雪
　
教
育
の
環
境
は
と
て
も
い
い
と

思
う
。
で
も
、
都
会
の
子
ど
も
た
ち
は

と
て
も
怖
い
と
感
じ
て
し
ま
う
。
九
戸

中
か
ら
福
岡
高
に
い
く
だ
け
で
も
物

怖
じ
し
て
し
ま
う
。

偉
　
地
域
の
閉
鎖
性
の
問
題
。
人
数
が

少
な
い
の
に
外
部
と
の
交
流
が
な
い
。

居
心
地
の
い
い
場
所
に
ど
う
し
て
も

居
が
ち
だ
か
ら
ね
。
一
度
外
に
出
て
一

定
期
間
過
ご
す
と
、
そ
こ
に
慣
れ
て
し

ま
う
っ
て
い
う
の
も
あ
る
よ
ね
。
み
ん

な
村
外
で
就
職
し
て
も
、
い
ず
れ
九
戸

村
に
戻
っ
て
く
る
？

雪
　
一
旦
よ
そ
で
就
職
し
た
後
、
九
戸

村
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら

な
い
。
伝
わ
っ
て
こ
な
い
か
ら
、
戻
る

に
戻
れ
な
い
っ
て
の
も
あ
る
。

里
　
や
っ
ぱ
り
、
大
き
い
と
こ
ろ
で
経

験
を
積
み
た
い
か
ら
村
外
で
就
職
し

た
い
。
仕
事
関
係
な
く
考
え
た
ら
、
地

元
に
い
た
い
。
で
も
専
門
的
な
職
を
選

ぶ
か
ら
、
関
東
に
行
く
。

偉
　
親
の
老
後
が
心
配
と
か
で
、
地
元

に
い
た
い
と
思
う
け
ど
、
い
ざ
戻
っ
て

き
た
時
に
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
を
生
か
し
て
過
ご
せ
る
の
か
な
。

雪
　
生
活
の
し
や
す
さ
は
圧
倒
的
に

仙
台
！
心
理
学
を
学
ん
で
、
は
た
し
て

九
戸
村
に
需
要
が
あ
る
の
か
。

大
　
俺
は
気
分
転
換
の
た
め
に
八
戸
、

盛
岡
に
出
か
け
る
。
九
戸
村
に
は
娯
楽

が
な
い
か
ら
。

偉
　
九
戸
村
の
外
に
出
て
い
る
人
た

ち
が
、
九
戸
村
に
戻
っ
て
き
て
活
躍
す

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
け
ど
、

現
状
が
分
か
ら
な
い
と
戻
る
に
戻
れ

な
い
よ
ね
。
外
部
に
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
っ
て
重
要
な
こ
と
な
ん
だ
と
改

め
て
思
っ
た
。

偉
　
一
時
間
ほ
ど
話
し
ま
し
た
が
、
今

ま
で
に
、
こ
れ
ほ
ど
九
戸
村
に
つ
い
て

話
し
た
こ
と
な
か
っ
た
よ
ね
。

雪
　
村
に
対
し
て
要
望
的
な
こ
と
も

話
し
た
こ
と
な
い
ね
。他
の
人
た
ち
も
、

も
っ
と
九
戸
村
に
つ
い
て
話
す
べ
き
。

村
の
政
策
に
つ
い
て
も
知
っ
て
、
意
見

を
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
村
外
に

い
る
人
に
も
興
味
を
も
っ
て
ほ
し
い

け
ど
政
策
に
つ
い
て
知
ら
な
い
ね
。

偉
　
九
戸
村
に
い
た
ら
、
分
か
る
け
ど

ね
。
情
報
発
信
の
面
で
も
っ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
は
ど
う
か
な
。

大
　
情
報
発
信
は
大
切
だ
よ
ね
。

偉
　
大
学
生
た
ち
、
若
者
が
、
政
治
に

つ
い
て
話
す
っ
て
と
て
も
大
切
。
話
す

場
が
あ
れ
ば
意
見
を
出
せ
る
き
っ
か

け
に
な
る
よ
ね
。

雪
　
私
は
自
分
の
専
門
分
野
に
つ
い

て
九
戸
村
の
中
で
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
。
村
の
知
識
を
持
っ

た
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
た
い
。
今
の

九
戸
村
の
状
況
が
ど
う
な
の
か
。

偉
　
専
門
的
な
分
野
を
深
く
知
り
た

い
っ
て
こ
と
ね
。

雪
　
高
校
の
う
ち
に
考
え
て
い
か
な

い
と
。
専
門
分
野
の
こ
と
を
知
ら
な
い

か
ら
、
講
習
み
た
い
な
の
を
し
た
ら
職

業
と
か
知
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

里
　
学
校
に
ト
レ
ー
ナ
ー
が
い
た
ら
、

自
分
も
こ
う
な
り
た
い
と
思
っ
て
そ

の
道
に
つ
き
た
い
っ
て
思
う
人
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
よ
ね
。

雪
　
こ
う
い
う
話
し
合
い
が
あ
れ
ば

考
え
ら
れ
る
。

偉
　
そ
う
だ
ね
。
そ
れ
で
は
要
望
は
役

場
に
伝
え
て
お
き
ま
す
。
例
え
ば
、
こ

の
学
年
で
九
戸
村
に
つ
い
て
考
え
る

会
を
も
っ
て
、
そ
れ
に
高
校
生
や
地
域

住
民
な
ど
の
参
加
を
し
て
も
ら
う
よ

う
な
機
会
を
つ
く
り
た
い
ね
。
ま
た
み

ん
な
で
九
戸
村
に
つ
い
て
話
を
し
よ

う
。
今
日
は
忙
し
い
中
、
み
ん
な
あ
り

が
と
う
！

野辺地　里咲
（仙台リゾート＆スポーツ専門学校スポーツ
トレーナー科メディカルトレーナーコース）

関畑　雪華
（東北福祉大学福祉心理学科）

里
　
蛍
の
観
賞
会
と
か
は
？
人
を
呼

べ
そ
う
だ
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
そ
う
！

大
　
そ
れ
は
と
て
も
い
い
と
思
う
！

綺
麗
だ
し
！

里
　
折
爪
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
か
の
整

備
次
第
で
は
、
人
を
呼
び
込
め
そ
う
。

雪
　
大
学
で
お
笑
い
芸
人
呼
べ
る
く

ら
い
だ
か
ら
、
九
戸
村
で
も
呼
べ
る
ん

じ
ゃ
な
い
？



今年の成人式を楽しみにしていました。コロナの影響で来年に延期になり来年の夏
の成人式を楽しみにしています。九戸中を定年退職して１年目は、双子の妹と組んで
ソフトテニスの全国レディース大会やねんりんピック大会に参加してきました。今年
は６月16日から２月末まで伊保内高校に支援員として毎日勤務しています。みんな
の担任の石川千枝先生と話しながら後輩たちを見守っています。みんなの成長した姿
を楽しみに来年の成人式で会いましょう。　　　植村　とし子　先生（３年Ｂ組担任）

成人おめでとうございます。いよいよ大人の仲間入り。人生の節目に乾杯！
ご両親や周りの方々への感謝を忘れず、責任ある行動がとれる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素敵な人になってください。
いつの日か一緒に飲める日を、心待ちにしています。
　　　　　　　　　　　　　　佐藤　綾香　先生（１年Ｂ組担任）＆娘（６歳）

健康第一に、来年まで励んで

いきましょう。　　岩渕大地

来年みんなで会いま

しょう！　  橋山  翔

来年みんなの元気な姿が

見られることを楽しみに

しています。　  古舘優香

成人式でみんなに会え

るのを楽しみにしてい

ます。　　野辺地里咲

来年みんなに会えるのを楽しみ

にしています！　　　早坂紅葉

来年みんなに会えるのを楽しみ

にしています！　　　大谷春乃

健康に過ごしてまた会いま

しょう～　　　　尾友花歩

約 5 年ぶりの再会。どんな

変化があるのか。たくさん

話せることを楽しみにして

います。　　　   中村偉織

みんな生きてますか？来年まで

頑張ろうよ！　　　　桂川恭輔

来年みんなに会えることを楽し

みにしています。　　  滝  晟弥

何よりも健康が大切な時期。

元気な姿で会えることを楽し

みにしています。　 大崎莉奈

来年みんなで会えることを楽し

みにしています。    下川原涼太

全員揃って開催できる

ことを願いつつ感染し

たらしばく（⌒ ,_ ゝ⌒）

佐藤慎之佑

みんなに会えるの楽

しみにしてます！そ

れまでみんながんば

ろうね　　大谷百乃

（‿^‿^‿）やあ、健

康に気をつけてまた会

いましょう　   川畑太一

来年会えるの楽しみにし

てます。　　　玉川大輝

来年みんなに会え

るのを楽しみにし

てます！小田日華

たくさんお話しが出来るの

が楽しみです。　宮川楽斗

囧 rz(@˃̵ᴗ˂̵)囧 rzΣ(-᷅_-᷄@)
舘本  廣斗

みんなに会えるこ

とを楽しみにして

います。白岩龍斗

8

メ ー ジセッ

再会を楽しみにしています！

みんなと会えるのを楽しみに

しています！　       大崎嘉怜
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成人おめでとう。一人前の大人になった皆さんに、懐かしい曲を贈ります。
「海の声が知りたくて？♪君の声を探してる？♪」
これからも、自分らしく自分の人生を切り拓き、そして自分らしく楽しんでください。
皆との再会を楽しみにしています。

加藤　敬士　先生（３年Ａ組担任）

成人おめでとうございます。ご両親をはじめ、多くの支えがあっての今です。感謝の

気持ちを忘れないでください。そして、これからの出会いや、人とのつながりを大切に。

皆さんと再会できる日を楽しみにしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福田　依里　先生（１年Ａ組担任）

みんな何してるかなって時々

考えています。また会う日ま

で元気でいよう！

大久保美海

はやくみんなに会いたい !

体調に気をつけてお互い

がんばろうね　関畑雪華

みんなに会える日まで体

調管理に気をつけよう！

田澤陽明子

首を麒麟（キリン）のよ

うにながーーくしてみん

なとの再会を楽しみにし

ています！        大下美樹

来年の成人式で会えるよ
うに体調に気をつけて頑
張ろう！　　　  滝谷莉奈

来年会えるのを楽しみに

しています！気を緩めず、

予防していこう。

千葉菜美紀

健康に過ごして大好きな

みんなに会いたいです。

森下奈津美

コロナ気をつけようね！

会えるのを楽しみにして

います！　　　玉川聖来

来年みんなに会える

のを楽しみにしてい

ます。　和田奈留未

久しぶりにみんなに会えるの

を楽しみにしています！一年

後までみんな元気でいますよ

うに！　皆川大輔

元気？　

橘  翔悟
体を大事に！また

来年！　 中村  怜

体調に気をつけて！ま

た来年！　　玉川大輔

来年の成人式でみんなに

会えるのを楽しみにして

います。　　　下田佑彌

来年の成人式で笑顔
で会いましょう！　

道地奈菜子

みんなの顔が早く見たい

です！一年後笑って会え

ますように！　 本堂  歩

みんなに会うのを楽しみに

しています。　　平中海里

来年会えるのを楽しみ

にしています。

関向桜生

えへへ　がんばろうねーー

杉村明朗

みんなに会えるのを楽し

みにしています！体調に

気をつけて来年会いま

しょう！　　　立波由貴

来年みんなに会えるのを楽し

みにがんばろう！　 林  萌衣

恩 ら のか師

今年会えなかったみんなへ新成人
特集３

9



10

News & Information

受
け
よ
う
各
種
健
診

◎
特
定
健
診
の
目
的
は
？

　

特
定
健
診
は
、
近
年
増
加
し

て
い
る
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
診
で

す
。
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
４

分
の
１
は
「
心
疾
患
」
と
「
脳

卒
中
」。
生
活
習
慣
が
発
症
に
大

き
く
影
響
す
る
「
が
ん
」
は
、

死
因
第
１
位
で
全
体
の
３
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
特
に
岩
手
県

は
、
脳
卒
中
死
亡
率
全
国
ワ
ー

ス
ト
１
と
い
う
危
機
的
状
況
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
、

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
で
多

く
を
予
防
で
き
ま
す
。
こ
の
内

臓
脂
肪
に
よ
り
起
こ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
い

段
階
で
見
つ
け
て
対
処
す
る
こ

と
で
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
特
定
健
診
は
誰
が
受
け
る
？

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
保

加
入
者
が
対
象
で
す
。
病
院
で

治
療
中
の
人
・
定
期
的
に
検
査

を
し
て
い
る
人
も
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◎
勤
務
先
で
健
診
を
受
け
て
い

　
る
場
合
は
？

　

パ
ー
ト
勤
務
な
ど
を
し
て
い

る
人
は
、
事
業
主
の
実
施
す
る

健
診
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
、
健
診
結
果
の

写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
特
定
健
診
の
い
い
と
こ
ろ
は
？

①
生
活
習
慣
病
な
ど
さ
ま
ざ
ま　
　

　
な
病
気
の
予
防

②
医
療
費
の
削
減

③
健
診
後
の
生
活
改
善
サ
ポ
ー　
　

　
ト
の
充
実

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
自
身
の
生

活
改
善
の
指
標
と
し
て
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
発
熱
や

風
邪
症
状
の
あ
る
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受
診
者
は

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

名　称 対象者 負担金 備　考

特定健康診査 40 ～ 74 歳の国保加
入者 無　料

対象者全員に受診票 ･ 受診券などを配布しますので、
保険証と合わせてご持参の上、受診してください。
※病院で治療中の人、定期的に検査をしている人も対象。

後期高齢者健康診査
75 歳以上（受診日年
齢）の後期高齢者医
療制度加入者

無　料
対象者全員に受診票・受診券などを配布しますので、
保険証とあわせてご持参の上、受診してください。
※心電図検査は全員実施です。

若者健康診査 19～ 39 歳 1,000 円 申し込みをした人に受診票を配布しますので、当日持
参してください。

前立腺がん検診 51,56,61,66,71 歳の
男性希望者 500 円

希望する場合は、前立腺がん検診を受けられます。た
だし、特定健診を受けることが条件です。当日受け付
けに申し込みしてください。

肝炎ウイルス検査 40,45,50,55,60,65,70
歳の希望者 無　料

過去に肝炎ウイルス検査を受けたことがない人は、検
査を受けられます。ただし、特定健診を受けることが
条件です。当日受け付けに申し込みしてください。

肺がん検診 39～ 64 歳 500 円 申し込みをした人に受診票を配布しますので、当日持
参してください。

結核健康診断 65歳以上 無　料 対象者全員に受診票を配布しますので、当日持参して
ください。

骨粗しょう症予防健診 40,45,50,55,60,65,70
歳の女性希望者 500 円

超音波でかかとの骨の密度を調べる検査です。
※９月 27 日～ 29 日のみの実施となりますので、注意
してください。

大腸がん検診 40歳以上 500 円

希望者には採便容器を配付しますので、２日分の便を
採ってください。本年度から特定健診と同日程・同会
場で受け付けします。どの会場で提出いただいても結
構です。また、10 月 13 日は例年どおり各公民館を巡
回して回収します。

※対象者の年齢は、令和３年３月31日時点の年齢です（肺がん検診と結核健康診断は、令和２年４月１日時点）。

　
９
月
14
日
よ
り
、
各
種
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

目
に
は
見
え
な
い
、
自
覚
の
な
い
体
の
変
化
に
気
づ
く
た
め
の
大

切
な
機
会
で
す
。
年
に
一
度
、
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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News & Information

　待ち時間短縮のために、行政区ごとに時間を
指定しました。指定日・指定時間に都合がつか
ない場合は、都合の良い日時で構いませんが、
できるだけご協力くださるようお願いします。                                                               

各 種 健 診 の 日 程各 種 健 診 の 日 程

◎問い合わせ　住民生活課国保住民班（42-2111内線212）または保健衛生班（42-2111内線123）

実施月日 場　　所 受付時間 対象行政区

９月 14日（月） 長興寺多目的集会施設銀杏会館 午前 9：30 ～ 10：15 長興寺上
10：15 ～ 11：00 荒田・大向

午後 1：00 ～ 2：30 長興寺下

９月 15日（火）
宇堂口地区農村婦人の家 午前 9：30 ～ 10：15 瀬月内・泥の木

10：15 ～ 11：00 宇堂口

山根集落センター 午後 1：30 ～ 2：00 山根（1･2･4 班）
2：00 ～ 2：30 山根（3･5･6 班）

９月 17 日（木） 細屋ふれあいセンター 午前 9：30 ～ 10：00 五枚橋・雪屋
10：00 ～ 11：00 細屋

村保健センター 午後 1：30 ～ 2：30 荒谷

９月 27 日（日） 村保健センター
午前 9：30 ～ 10：00 伊保内上

10：00 ～ 11：00 休日希望者

午後 1：00 ～ 1：45 伊保内下
1：45 ～ 2：30 休日希望者

９月 28日（月） 江刺家ふるさとセンター
午前 9：30 ～ 10：15 田代・山屋

10：15 ～ 11：00 柿の木・江刺家上

午後 1：00 ～ 1：45 道地・丸木橋
1：45 ～ 2：30 江刺家下

９月 29日（火） 村老人福祉センター
午前 9：30 ～ 10：00 平内

10：00 ～ 11：00 戸田下

午後 1：00 ～ 1：30 妻の神・戸田舘の下
1：30 ～ 2：30 戸田上

９月 30日（水） 村保健センター 午前 9：30 ～ 11：00 二ツ家・小倉
10：15 ～ 11：00 鹿島

午後 1：00 ～ 2：30 川向（１～９班）

10月１日（木） 村保健センター 午前 9：30 ～ 10：15 南田（１～９班）
10：15 ～ 11：00 南田（10 ～ 16 班）

午後 1：00 ～ 2：30 川向（10 ～ 17 班）

※色のついた実施月日は、骨粗しょう症予防検診の実施日です。
◎大腸がん検診単独実施日程（保健師が２班に分かれて各公民館を巡回します）
実施日 時　間 場所（戸田方面） 場所（江刺家方面）

10月 13 日
（火）

6:15 ～ 6:25 瀬月内集落センター 荒田集落センター

6:40 ～ 6:50 泥の木集落センター 五枚橋公民館

7:05 ～ 7:15 平内公民館 雪屋集落センター

7:30 ～ 7:40 妻の神集落センター 山屋集落センター

7:55 ～ 8:05 戸田舘の下公民館 丸木橋サークルセンター

8:20 ～ 8:30 桂藤会館 おりつめ構造センター

8:45 ～ 8:55 二ツ家公民館 田代生活改善センター

8:30 ～ 9:00 村保健センター
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　生涯学習アカデミーの8月講座「フェルトでオドデ様」は、
８月４日に村山村開発センターで開かれました。参加者６人
は、なないろデザイン（山根）の山地友子さんを講師として、
フェルトを使ったオドデ様作りに挑戦しました。
　ニードルと呼ばれる道具を使い、丸い発泡スチロールに
フェルトを埋め込んでいきました。参加者は、個性あふれる
ふわふわなオドデ様を作り上げました。

農業委員による食農指導は７月13日、江刺家小学校の田
んぼ（小井田重雄さん所有）で行われ、同校の３・４年生
13人が田植え後の除草の仕方について学びました。
　児童は２チームに分かれ、委員から除草機の使い方を教わ
りました。何度もこなしていくうちに使い方やコツを学習。
30分ほどの時間で、指導を受けなくても、自らの力で作業
をできるまでに上達していました。試行錯誤を繰り返し作業に没頭する参加者

農業委員㊨から除草機のコツを学ぶ児童

本年度最初の九曜塾「九戸政
まさざね

實公学習」は、８月８日に村内
で開かれ、各小学校から10人が参加。政實にまつわる名所をま
わり、講師の木村正樹さん（71）＝川向＝から、当時の様子や名
所について学びました。
　参加した小野寺悠

ゆ う

侑さん（長興寺小６年）は「政実公ゆかりの
所が、九戸村のいろいろな所にあるんだということを知りました。
また機会があったら参加してみたいです」と笑顔で話しました。 政実公ゆかりの九戸神社の歴史について学ぶ児童

ハンドソープ寄贈式は、7月29日に村役場教育長室で開かれ、
県建設業女性協議会二戸支部の坂本順

よりこ

子副支部長が、岩渕信義教
育長に薬用泡ハンドソープを寄贈しました。坂本副支部長は「地
元に役立てることがないかと考えた時、コロナやインフルエンザ
などの病気にならないよう、子どもたちに手洗いを習慣づけてほ
しいと考え、ハンドソープを寄贈しました」と話しました。いた
だいたハンドソープは、村内全小学校に配付されました。ハンドソープを手にする坂本副支部長㊧と岩渕教育長

むらのわだいむらのわだい －－ Kunohe's TopicsKunohe's Topics－－

康的な生活を願う
建女協二戸支部が寄贈健健

て学習  九戸の英雄
九曜塾「政實公学習」見見

草機の使い方学ぶ
江刺家小で食農指導除除

わふわオドデ誕生
生涯学習アカデミー講座ふふ
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語
り
部
の
涙
に
つ
ま
る
原
爆
忌

高
島
ふ
み
女

秋
立
つ
や
育
休
明
け
の
孫
送
る

産
土
の
絆
深
ま
る
お
中
元

黙
祷
し
平
和
を
願
う
原
爆
忌

八
月
や
先
祖
探
し
の
紳
士
来
る

介
護
度
は
四
か
ら
二に

え
と
二ふ

た
夏
目

長
梅
雨
や
マ
ッ
チ
の
湿
り
苛い

ら

だ立
て
り

田
村　

畦
畔

姪め
い
っ
こ子

や
開
け
る
楽
し
み
お
中
元

や
や
白
く
田
ん
ぼ
が
変
わ
る
稲
の
花

オ
ン
ラ
イ
ン
古
里
知
ら
ぬ
墓
参
り

丹
精
を
込
め
た
西す

い

か瓜
や
カ
ラ
ス
喰
う

コ
ロ
ナ
禍
や
夫
婦
二
人
の
墓
参
り

コ
ロ
ナ
禍
や
帰
省
の
子
も
な
く
門
火
焚
く

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

世
の
憂う

い

を
遠
の
け
植
田
風
の
中

接
解
を
減
ら
し
狭さ

に

わ庭
の
牡ぼ

た

ん丹
愛
ず

疫
病
に
か
か
は
り
も
な
く
畑
を
打
つ

こ
の
庭
が
好
き
で
今
年
も
敦あ

つ
も
り
そ
う

盛
草

分
校
に
勤
め
茸
狩
り
名
人
に

冬
部　

雪
女

中
元
の
広
告
数あ

ま

た多
朝
刊
紙

山や
ま
か
い峡

の
棚
田
棚
田
や
稲
の
花

老ろ
う
お
う鶯

や
館
の
多
き
九
戸
村

万
緑
の
山
の
開
発
風
車
建
つ

被
災
地
の
募
金
箱
あ
り
盆
の
寺

立
秋
の
村
爽
快
な
日
の
出
か
な

ス
ー
パ
ー
に
お
中
元
の
品
揃
え
あ
り

田
の
神
も
さ
ぞ
や
安
堵
の
稲
の
花

奪
わ
れ
し
無む

こ辜
の
命
や
原
爆
忌

山
の
日
や
恵
み
の
水
は
樹き

の
恵
み

海
の
日
や
海
へ
十
里
の
片
田
舎

堪
え
難
き
を
堪
え
た
戦
時
や
敗
戦
忌

【
七
月
席
題
詠
よ
り
】

沢
畑
の
糖
度
の
薄
き
ト
マ
ト
か
な　
　

（
ふ
み
女
）

コ
ロ
ナ
禍
や
べ
か
ら
ず
五
ヶ
条
守
る
夏

コ
ロ
ナ
禍
て
籠こ

も

る
毎
日
夏
座
敷　
　
　

（
畦　

畔
）

い
た
ど
り
の
歩
道
を
覆
い
回
り
道

政
実
の
ゆ
か
り
の
館
や
夏
の
雲　
　
　

（
雪　

女
）

つ
れ
づ
れ
に
歳
時
記
め
く
る
梅
雨
の
宿

遠
雷
や
降
る
で
も
な
し
に
薄
雲
り　
　

（
青　

村
）

閑
寂
の
村
真
夏
日
の
暮
れ
掛
か
る

む
ら
の
文
芸

第
３
８
８
回

第
３
８
８
回

く
の
へ
俳
句
会

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

8
月
６
日
は
小
田
沢
ミ
ヨ
さ

ん
（
103
）、
10
日
は
中
野
タ
マ
さ

ん
（
99
）、
22
日
は
髙
岡
イ
ク
さ
ん

（
101
）
の
3
人
の
長
寿
祝
い
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
、
家
族
や
施
設
職
員

な
ど
多
く
の
人
か
ら
祝
福
を
受
け

ま
し
た
。

　

晴
山
裕
康
村
長
は
、
３
人
の
と

こ
ろ
を
訪
れ
、
花
束
と
長
寿
祝
い

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ

た
３
人
は
喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ

「
あ
り
が
と
う
」
と
村
長
に
伝
え
て

い
ま
し
た
。
周
り
か
ら
は
、
お
め

で
と
う
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

３人のご長寿さんを祝福
～小田沢ミヨさん•中野タマさん •髙岡イクさん～

迅
速
な
消
火
活
動

火
災
被
害
を
軽
減

　

村
消
防
団
第
５
分
団

小
型
動
力
ポ
ン
プ
配
置

式
は
、
７
月
27
日
に
村

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
晴
山
裕
康
村

長
か
ら
山
本
篤
団
長
に

貸
与
証
が
手
渡
さ
れ
、

山
本
団
長
か
ら
細
川
勝

美
分
団
長
に
配
置
証
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
小
型
ポ
ン
プ

に
よ
り
、
迅
速
な
消
火

活
動
で
火
災
被
害
軽
減

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

配
置
証
を
受
け
取
る
分
団
長（
中
央
）

小田沢さん（上中央）、髙岡さん（右下）、中野さん

写真＝ご家族提供



九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

ご
近
所
す
け
っ
隊
活
動
報
告

ご
近
所
す
け
っ
隊
活
動
報
告
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高
齢
期
に
な
る
と
、
活
動

力
や
噛
む
力
の
低
下
、
大
切

な
人
と
の
別
れ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て
一
日

の
食
事
量
が
低
下
し
、
低
栄

養
に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

低
栄
養
に
な
る
と
、
免
疫
力

が
低
下
し
て
病
気
に
な
り
や

す
く
な
る
ほ
か
、
筋
肉
量
が

低
下
し
て
転
倒
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
、
栄
養
が
脳
に
十

分
届
か
な
い
こ
と
で
認
知
症

リ
ス
ク
が
高
ま
る
な
ど
、
悪

循
環
に
陥
り
ま
す
。
要
介
護

状
態
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
体
に
必
要
な
栄
養
を

１
日
３
食
の
食
事
で
し
っ
か

り
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
作
り
の
負
担
を
軽
減

し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
食

品
か
ら
多
種
類
の
栄
養
素
を

と
る
に
は
、
市
販
品
を
活
用

し
た
り
、
作
り
置
き
を
し
た

り
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

高
齢
期
の
食
事
作
り
の
コ
ツ
を
紹
介

【
食
事
作
り
の
コ
ツ
】

〇
市
販
品
の
惣
菜
を
ア
レ
ン
ジ

　

ひ
と
手
間
か
け
る
と
お
い
し

く
、目
新
し
く
な
っ
て
食
欲
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●

エ
ビ
フ
ラ
イ
な
ど
の
揚
げ
物

は
、
卵
と
じ
に
し
て
ご
飯
に
の

せ
て
。
ひ
じ
き
の
煮
物
は
、
卵

と
合
わ
せ
て
卵
焼
き
に
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー
ズ
、納
豆
、

煮
豆
な
ど
は
、
献
立
が
足
り

な
い
と
き
の
１
品
に
な
り
便

利
で
す
。

〇
常
備
し
て
お
く
と
便
利
な

　
も
の

●

レ
ト
ル
ト
食
品
…
ご
は
ん
、

お
か
ゆ
、カ
レ
ー
、シ
チ
ュ
ー

な
ど

●

冷
凍
食
品
…
シ
ュ
ー
マ
イ
、

ギ
ョ
ウ
ザ
、
肉
団
子
、
野
菜
、

枝
豆
な
ど

●

缶
詰
…
サ
バ
缶
、
ツ
ナ
缶
、

イ
ワ
シ
缶
、
フ
ル
ー
ツ
缶
な

ど〇
肉
が
食
べ
づ
ら
い
人
は
、　

　
ひ
き
肉
料
理
が
お
す
す
め

　

ひ
き
肉
は
、
そ
ぼ
ろ
煮
や

肉
団
子
、
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど

に
。
１
食
分
ず
つ
小
分
け
に

し
て
ラ
ッ
プ
に
包
み
、
冷
凍

用
保
存
袋
に
入
れ
て
冷
凍
し

ま
す
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）

〇
助
け
合
い
の
拠
点
候
補
を

　
視
察
し
ま
し
た

　

ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
や
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事
務
局

と
な
る
、
助
け
合
い
の
拠
点

に
つ
い
て
空
き
店
舗
の
募
集

を
し
た
と
こ
ろ
、
３
か
所
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
近

所
す
け
っ
隊
メ
ン
バ
ー
で
各

所
を
見
学
し
、
人
の
集
い
や

す
さ
や
交
通
の
利
便
性
、
修

繕
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
、
最
終
決
定
の
た
め

の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
生
活
支
援
の
有
償
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
話
し
合

　
い
を
し
て
い
ま
す

　

少
額
の
お
礼
を
払
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
暮
ら
し
の
中
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
の
お

手
伝
い
を
受
け
や
す
く
す
る

た
め
の
仕
組
み
を
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。事
務
局
で
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
し
、利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
時
間
単
位
で
チ
ケ
ッ

ト
に
よ
り
支
払
う
形
を
考
え

て
い
ま
す
。
事
務
局
ま
で
来

る
の
が
難
し
い
人
に
は
、
電

話
で
の
依
頼
に
よ
り
事
務
局

が
訪
問
し
て
チ
ケ
ッ
ト
を
購

入
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

具
体
的
な
検
討
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
、
９
月
３
日
（
木
）、

４
日
（
金
）
の
２
日
間
に
実

施
し
ま
す
。

　

助
け
合
い
の
拠
点
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
準
備
、
と

も
に
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

始
動
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）

助
け
合
い
の
拠
点
を
協
議

●

き
ん
ぴ
ら

や
、
ひ
じ
き
な

ど
を
ご
飯
に
混

ぜ
る
だ
け
で
、

い
つ
も
の
ご
は

ん
が
華
や
か

に
。

●

サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
と
ゆ
で
野
菜

を
耐
熱
皿
に
入
れ
、
缶
詰
の
ホ

ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
と
チ
ー
ズ
を
か

け
て
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で

焼
け
ば
、
即
席
グ
ラ
タ
ン
の
完

成
。

〇
プ
ラ
ス
１
品
は
す
ぐ
食
べ
ら

　
れ
る
も
の
を

　

調
理
な
し
で
食
卓
に
出
せ
る
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休 館 日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

コロナ時代の僕ら
パロオ・ジョルダーノ 著／早川書房

暗鬼夜行
月村 了衛 著／毎日新聞出版

　

２
学
期
始
業
式
、

佐
藤
校
長
先
生
の
式

辞
で
は
「
挑
戦
し
続

け
る
」
こ
と
を
強
調

さ
れ
ま
し
た
。「『
挑

戦
し
続
け
る
』
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
か

ら
学
習
や
部
活
動
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
み
、
自
分
を

高
め
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
り
成
長
し
、

新
た
な
可
能
性
を
広

げ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
２
学
期

に
は
、
地
区
駅
伝
、

地
区
陸
上
、
新
人
大
会
、
修
学

旅
行
、
宿
泊
研
修
、
文
化
祭
な

「挑戦し続ける」九戸中

ど
と
、
生
徒
が
挑
戦
す
る
機
会

が
多
く
あ
り
ま
す
。
前
向
き
に

挑
戦
す
る
生
徒
の
姿
を
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
直

に
応
援
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

き
も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
た
ち

の
「
挑
戦
し
続
け
る
姿
」「
新
た

な
可
能
性
を
見
出
し
た
姿
」
を

　

伊
保
内
高
校
郷
土
芸
能
委
員

会
で
す
。
去
る
８
月
１
日
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
多
く
の
舞
台

が
中
止
と
な
る
中
、
久
し
ぶ
り

の
北
上
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
コ
ロ

ナ
収
束
の
願
い
を
込
め
て
演
舞

し
て
き
ま
し
た
。
三
密
を
さ
け
、

観
客
は
人
数
制
限
を
か
け
、
検

教
諭　

石
川　

千
枝

コ
ロ
ナ
収
束
願
い
託
す

温
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
と
徹
底

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

人
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

は
い
え
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
大

舞
台
に
興
奮
気
味
の
生
徒
た
ち
、

緊
張
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
感
想
に
は
「
笛
は
一
人
し

か
い
な
い
の
で
、
お
客
さ
ん
が

拍
手
を
し
て
く
れ
た
り
、良
か
っ

た
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と

が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
」

「
今
年
は
以
前
と
比
べ
て
、
演
舞

を
す
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
こ
の
発
表
会
で
、
伸
ば

す
と
こ
ろ
と
課
題
点
を
見
つ
け

る
い
い
機
会
に
な
っ
た
。
県
高

総
文
祭
で
全
力
を
出
せ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
う
」と
し
っ

か
り
と
前
を
向
い
て
い
ま
し
た
。

　SNSに投じられた生徒
の「告発」。学び舎の影
から生まれた悪意が、一
人の教師を奈落の闇に突
き落とす。嘘つきは生徒
か、教師か。教育現場の
圧倒的リアルに迫った学
園震撼ミステリー！！

式辞を述べる佐藤校長

　ぼくはねこ。名前はな
い。小さい時は子ねこと
呼ばれたけど、大きくな
ったらただのねこだ。
　くつ屋のねこや、本屋
のねこにも名前はあるの
に…。花や鳥だって名前
はあるのに…。
※絵本屋さん大賞受賞作。

なまえのないねこ
竹下 文子 作／小峰書店

　どうしても就活する気に
なれず、内定のないまま大
学を卒業したマヒコ。
　幼馴染の蝶子に誘わ
れ、東京の下町にある築
100年の銭湯「刻の湯」で
暮らし始める。銭湯シェア
ハウスを舞台に描く、希望
の青春群像劇！！

メゾン刻
とき

の湯
小野 美由紀 著／ポプラ社

コロナ収束を願い舞った演者たち

こ
れ
か
ら
も
各
種
通
信
を
通
し

て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）　感染症とはさまざまな

関係を侵す病だ。この災
いに立ち向かうために、
僕らは何をするべきだっ
たのだろう。何をしては
いけなかったのだろう。
そして、これから何をし
たらよいのだろう。コロ
ナ時代を生きる人々へ。



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

16

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

今
年
は
な
か
な
か
梅
雨
が
明
け
ず
雨

の
日
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
全
国
的
に

も
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
に
入
っ

て
も
厳
し
い
暑
さ
が
残
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
夏
の
暑
さ
で
体
力
が
低
下
し
、

秋
口
に
体
調
不
良
を
起
こ
す
夏
バ
テ
に

注
意
が
必
要
で
す
。

●
な
ん
で
夏
バ
テ
に
な
る
の
？

⃝

厳
し
い
暑
さ
、
空
調
の
効
い
た
室
内
な

　
ど
、
体
温
を
一
定
に
保
と
う
と
自
律
神

　
経
が
働
き
す
ぎ
て
疲
れ
て
し
ま
う

⃝

暑
さ
に
よ
る
睡
眠
の
質
の
低
下

⃝

冷
た
い
飲
食
物
の
取
り
す
ぎ
に
よ
る

　
消
化
機
能
の
低
下

⃝

水
分
摂
取
不
足
に
よ
る
軽
度
の
脱
水

　
状
態

　

こ
れ
ら
が
原
因
で
、
体
が
だ
る
く
感

じ
た
り
、
疲
れ
が
取
れ
に
く
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
欲
不
振
や
不
眠

の
症
状
が
出
た
り
し
ま
す
。

●
夏
バ
テ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

⃝

食
事
…
食
欲
が
な
く
て
も
１
日
３
食
、

　
規
則
正
し
く
食
事
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
朝
ご
飯
は
重
要
。
１
日
の
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
を
し
っ
か
り
補
給
し
ま
し
ょ

　

う
。
冷
た
い
飲
み
物
や
食
べ
物
の
取

　

り
す
ぎ
は
疲
労
回
復
を
妨
げ
て
し
ま

９
月
で
も
要
注
意
！
夏
バ
テ
対
策

　
い
ま
す
。

⃝

空
調
…
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
は
寒
い

　
と
感
じ
な
い
程
度
に
設
定
。
風
が
直

　
接
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

睡
眠
…
眠
り
の
質
を
高
め
る
た
め
、　

　

空
調
を
適
度
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

明
け
方
の
冷
え
に
は
要
注
意
で
す
！

　

ま
た
、
寝
る
前
の
カ
フ
ェ
イ
ン
・
ア

　
ル
コ
ー
ル
の
摂
り
す
ぎ
、
携
帯
電
話
・

　

テ
レ
ビ
の
明
か
り
は
睡
眠
の
質
を
低

　
下
さ
せ
ま
す
。

⃝

脱
水
予
防
…
の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ

　

る
前
に
こ
ま
め
な
水
分
摂
取
を
心
が

　

け
ま
し
ょ
う
。
大
量
に
汗
を
か
く
運

　

動
な
ど
の
際
は
適
度
な
塩
分
摂
取
も

　
重
要
で
す
。

⃝

運
動
…
散
歩
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で

　

汗
を
か
く
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
体

　
温
調
節
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
　　

マ
ス
ク
を
す
る
機
会
が
多
い
で
す
が
、

夏
場
の
マ
ス
ク
は
熱
中
症
の
危
険
が
高

ま
り
ま
す
。
外
や
人
の
密
集
し
な
い
場

で
は
マ
ス
ク
を
は
ず
す
な
ど
の
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
保
健
師　
中
山　
明
日
香
）

国
保
の
被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す

す
。
も
し
紛
失
し
た
り
、
盗
難
に
あ
っ

た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
や
役

場
の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
被
保
険
者
証
の
裏
に
臓
器
提
供
意
思

表
示
欄
が
あ
り
ま
す

　

改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
を
受
け
、

国
保
の
被
保
険
者
証
の
裏
に
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
記

入
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
任
意
で
あ
り
、

共
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
正
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
を

　

他
の
市
町
村
へ
の
転
出
や
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
な
ど
は
、
国

保
の
被
保
険
者
証
を
返
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
、
国
保
の
資
格
が
な

い
の
に
国
保
の
被
保
険
者
証
で
保
険
診

療
な
ど
を
受
け
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す

が
、
そ
の
場
合
、
国
保
が
負
担
し
た
医

療
費
を
全
額
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
資
格
に
異
動
が
生
じ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
役
場
に
届
け
出
て
、
正

し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
被
保
険
者
証
は

改
修
し
ま
せ
ん
。
有
効
期
限
を
過
ぎ
た

ら
裁
断
す
る
な
ど
、
各
自
責
任
を
持
っ

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
９
月
30
日
で
す
。
10
月
１
日
か
ら

使
用
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
を
９
月

下
旬
に
郵
送
に
て
お
届
け
し
ま
す
。

※
本
年
度
か
ら
、
有
効
期
限
が
翌
年
７

月
31
日
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

●
カ
ー
ド
式
で
１
人
１
枚

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
１
人
に
１
枚
の
カ
ー
ド
式
で

す
。
世
帯
主
様
あ
て
の
封
筒
に
全
員
分

を
入
れ
て
郵
送
し
ま
す
。
届
い
た
ら
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
被
保
険
者
証
は
大
切
に

　

被
保
険
者
証
は
保
険
診
療
な
ど
を
受

け
る
と
き
に
使
用
す
る
大
切
な
も
の
で

岩手県
国民健康保険　
被保険者証

氏  名　　九戸  太郎

　　　　   交付者名　九戸村 印

≪国保被保険者証の見本≫

◆　
　
◆　
　
◆



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42
・
２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23
・
４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42
・
３
１
１
９
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村内の交通事故（７月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 －１件
物損事故 4 件 29 件 － 19 件
負 傷 者 0 人 0 人 －１人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ＋１人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 811日
（7月31日現在）

●
運
動
期
間
の
実
施

　
９
月
21
日
（
月
）
～
30
日
（
水
）

●
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　
９
月
30
日
（
水
）

●
全
国
重
点
活
動

1
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の

　
安
全
と
自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保

⃝

歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

⃝

歩
行
者
の
安
全
の
確
保

⃝

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の

　
周
知
徹
底

⃝

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

2
高
齢
運
転
者
な
ど
の
安
全
運
転
励
行

⃝

運
転
者
の
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

⃝

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

⃝

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

　
の
徹
底

3
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
と

　
飲
酒
運
転
な
ど
の
危
険
運
転
の
防
止

⃝

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止

⃝

飲
酒
運
転
な
ど
の
防
止

⃝

妨
害
運
転
（
あ
お
り
運
転
）
の
防
止

歩
行
者
・
自
転
車
・
運
転
者
の
マ
ナ
ー
向
上

●
キ
ノ
コ
採
り
に
伴
う
遭
難
事
故
状
況

　

昨
年
1
年
間
で
７
件
８
人
と
な
っ
て

お
り
、
原
因
は
「
道
迷
い
６
件
、
ク
マ

１
件
、
滑
落
１
件
」
で
し
た
。
ま
た
、

遭
難
者
８
人
す
べ
て
が
65
歳
以
上
の
人

で
し
た

●
「
キ
ノ
コ
採
り
」
の
注
意
事
項　

①
家
族
に
行
き
先
、
帰
宅
時
間
を
知
ら

　
せ
る

②
事
前
に
天
気
予
報
を
確
認
し
て
お
く

③
非
常
食
や
鈴
、
ラ
ジ
オ
を
携
行
す
る

村内の火災・救急（７月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 3 件 ＋１件
救 急 13 件 111 件 － 32 件

１
１
９
番
通
報
は
適
切
に

　
火
災
や
急
病
・
け
が
な
ど
、
目
の
前
で
火
災
や
事
故
が
発
生
し
た

場
合
は
、
誰
で
も
気
が
動
転
し
興
奮
し
た
状
態
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
１
秒
を
争
う
時
で
も
、
落
ち
着
い
て
１
１
９
番
通
報
で
き
る
よ
う

に
、
正
し
い
通
報
の
仕
方
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
１
１
９
番
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
っ
た
の
か
…
火
災
・
救
急
・
事
故
な
ど

②
誰
が
…
救
急
車
が
必
要
な
人
の
名
前
な
ど

③
場
所
…
市
町
村
名
・
住
所
・
目
標
物
な
ど

④
状
況
…
症
状
・
け
が
の
状
態
な
ど

⑤
通
報
者
の
情
報
…
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
な
ど

　

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
で

は
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
起
き
た
と
き
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

失
業
な
ど
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
納

付
猶
予
制
度（
50
歳
未
満
）」が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
免
除
・
猶
予
制
度
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
分
（
令
和
２
年
７
月
分

か
ら
令
和
３
年
６
月
分
ま
で
）
の
免
除

な
ど
の
受
け
付
け
は
７
月
か
ら
開
始
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
免
除
申
請
は
過
去

２
年
（
申
請
月
の
２
年
１
ヶ
月
前
の
月

分
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
免
除
申
請
の
お
手
続
き
や
ご
相
談
は
、

役
場
住
民
生
活
課
窓
口
ま
た
は
年
金
事

務
所
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

◆
秋
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施

◆
キ
ノ
コ
採
り
の
遭
難
事
故
防
止
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ９月１日㊋ ９月７日㊊ ９月14日㊊
空 き 缶 ９月15日㊋ ９月28日㊊ ９月29日㊋
粗 大 ご み ９月８日㊋
紙・プラ類 ９月10日㊍ ９月16日㊌ ９月24日㊍

ごみ収集日 ９月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

９ ６ 川村医院 23-3252 ９ ６ 堀米歯科医院 46-2927

13 いちのへ内科クリニック 33-2701 13 沢藤歯科医院 25-4002

20 齋藤産婦人科医院 23-2505 20 森川歯科医院 23-6361

21 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 21 窪島歯科医院 23-2425

22 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 22 こしみず歯科クリニック 33-4618

27 二戸クリニック 25-5770 27 宮沢歯科医院 46-2953

  シルバー 110 番
特別相談を開催

　県高齢者総合支援センターでは、
９月の老人週間に先駆けて、「シル
バー110番特別相談デー」を開設
します。
■日時　９月12日（土）
　　　　午前10時～午後３時
■相談先　☎ 0120-84-8584（フ
リーダイヤル）
■対象　高齢者やその家族
■内容　法律・医療・税金・年金・
介護・認知症・人生などに関する
困り事や悩みなど、電話や来所に
よる相談に専門家が応じます。
■費用　無料
■備考　平日は午前９時～午後５
時まで「シルバー110番」として、
電話や来所による相談を受け付け。
■問い合わせ　県高齢者総合支援
センター（☎019-625-7490）

マイナンバーカード、健康保険証に利用可能
　令和３年（2021年）３月から、マイナンバーカードを健康保険証と
して利用できるようになります。
　健康保険証として利用するためには、専用のサイト（マイナポータル）
で事前に登録する必要があります。
※健康保険証は、従来通り保険者により発行されます。また、健康保険
の喪失・取得の手続きは引き続き必要となります。

  労働の悩みは
合同相談会へ

　岩手弁護士会や県労働委員会な
どによる労働相談会を開催します。
■日時　10月４日（日）
　　　　午前10時～午後３時
■場所　いわて県民情報交流セン
ター「アイーナ」
■内容　パワハラ、退職、解雇な
ど労働問題全般の相談
■問い合わせ
【相談会に関すること】
　岩手労働局雇用環境・均等室（☎
019-604-3010）
【事前予約】
　県労働委員会事務局（☎0120-
610-797）

■問い合わせ
　住民生活課国保住民班（☎42-2111内線212）
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人のうごき人のうごき
（令和２年８月１日現在）

●人　口　　  ５，６４６ 人　  （－２）

　　男　　　    ２，７１４ 人  　（＋２）

　　女　　　    ２，９３２ 人　  （－４）

●世帯数　　  ２，１７９ 世帯　（＋２）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　７ 人  　（６５人）

　 転　 出 　 　　７ 人 　 （８９人）

　 出　 生　　 　　２ 人  　　（８人）

　 死　 亡　　　 　４ 人  　（４５人）
（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆今月号は、新成人の方々が企画・
構成した、特集ページを掲載しま
したが、いかがだったでしょうか？
（２～９㌻）◆コロナ禍で成人式を
開催することが出来なくても、気
持ちを切り替えてこういった企画
に挑戦できることは、とても素晴
らしいことだと思います。◆来年
こそはみんな笑顔で、成人式を開
催できるといいですね（^^）（前川）

  大雨の季節は
土砂災害注意

　これから、大雨の季節を迎えま
すが、土砂災害から身を守るため、
あらかじめ自宅周辺の土砂災害の
危険性や避難経路、避難情報の入
手方法などを確認しましょう。
　また、避難にあたっては、周り
の人と声をかけあって明るいうち
に避難するよう、お願いします。
■県の土砂災害に関する情報
●県の土砂災害警戒区域等の指定・
　基礎調査結果公表状況
　ht tp : / /www2.p r e f . iwa t e .
jp/~hp0607/
●県内の土砂災害危険箇所図
　http://www3.pref.iwate.jp/cgi-bin/
db.cgi?page=DBView&did=501
●県土砂災害警戒情報システム
　http://sabo.pref.iwate.jp/
■問い合わせ
●二戸土木センター（☎23-9209）
●県土整備部砂防災害課（☎019-
629-5922）
●役場総務企画課（☎42-2111）

  令和２年国勢調査
９月中旬スタート

　国勢調査が令和2年10月 1日
を基準日として全国一斉に行われ
ます。国勢調査は、日本国内に住
むすべての人と世帯を対象とする、
国の最も重要な統計調査です。
■対象者
　令和2年10月1日現在、日本に
住んでいるすべての人および世帯
■調査の流れ
　9月中旬から各世帯に調査票を
配付して調査を行います。
■調査期間
①インターネットでの回答
　９月14日（月）～10月7日（水）
②調査票での回答（郵送）
10月１日（木）～10月7日（水）
■備考
　新型コロナウイルス感染症予防
のため、インターネット回答また
は郵送による回答にご協力をお願
いします。
※この場合、調査員が調査票回収
　のために訪問することはありま
　せん。
■問い合わせ
　総務企画課地域振興班（☎42-
2111内線172）

お詫びと訂正
◆広報くのへ８月号８㌻の「紙飛
行機飛ばし大会」の記事で、江刺
家小学校と表記しましたが、正し
くは長興寺小学校でした。
　お詫びして訂正します。

スナップくのへ＋α － 伊保内のハス



■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村　
■
編
集
／
総
務
企
画
課

〶
０
２
８-

６
５
０
２　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
10
地
割
11
番
地
６

電
話
番
号
／
０
１
９
５
（
４
２
）
２
１
１
１
㈹

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／kunohe@

vill.kunohe.iw
ate.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w.vill.kunohe.iw

ate.jp/

広
報
く
の
へ
平成25年
３月号
No.660

■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村　
■
編
集
／
総
務
企
画
課

〶
０
２
８-

６
５
０
２　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
10
地
割
11
番
地
６

電
話
番
号
／
０
１
９
５
（
４
２
）
２
１
１
１
㈹

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／kunohe@

vill.kunohe.iw
ate.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w
.vill.kunohe.iw

ate.jp/

広
報
く
の
へ
令和２年
９月号
No.750

162020

力強くいかだを漕ぎ、接戦が繰り広げられた「いかだレース」

力を合わせていかだ作りに挑戦チーム名やイラストを布に描きました

2020

　

村
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

は
、
７
月
30
日
に
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル

と
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
村
内
の
小
学
６
年
生
14
人

が
他
校
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
３
チ
ー
ム

に
分
か
れ
い
か
だ
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
は
、
大
き
な

断
熱
材
や
パ
イ
プ
な
ど
を
使
っ
て

い
か
だ
を
制
作
。
テ
ー
ブ
ル
を
使

用
し
て
、
２
つ
の
断
熱
材
を
繋
ぎ

合
わ
せ
る
光
景
や
パ
イ
プ
の
型
枠

作
り
と
作
業
を
分
け
て
行
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
早
く
丈
夫

に
完
成
で
き
る
よ
う
に
案
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
協
同
し
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
旗
作
り
で
は
、
チ
ー
ム

名
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
、
旗

を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
名
前
に

ち
な
ん
だ
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
た
り
、

文
字
を
カ
ラ
フ
ル
に
縁
取
っ
た
り

と
工
夫
し
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
で
は
、
完
成
し
た
い
か

だ
を
使
っ
て
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
の
い
か
だ
レ
ー
ス
を
開
催
。
参

加
者
は
パ
ド
ル
を
使
っ
て
力
強
く

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、

い
か
だ
の
上
で
の
手
押
し
相
撲
や

カ
ヤ
ッ
ク
体
験
な
ど
を
行
い
、
思

い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
今
回
の
研
修

を
通
し
て
、「
い
か
だ
レ
ー
ス
を
し

て
、
沈
ま
ず
に
ゴ
ー
ル
で
き
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
。
ほ
か
の
学
校

の
人
た
ち
と
も
仲
良
く
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」
と
充
実
し
た
表
情

で
話
し
ま
し
た
。

　

他
校
の
生
徒
と
交
流
し
、
力
を

合
わ
せ
て
物
事
を
進
め
る
こ
と
の

大
切
さ
や
仲
間
作
り
の
方
法
な
ど

を
、
参
加
児
童
は
身
を
も
っ
て
体

感
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

他
校
と
交
流
を
深
め

他
校
と
交
流
を
深
め

協
同
の
大
切
さ
学
ぶ

協
同
の
大
切
さ
学
ぶ


